
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二

白

寿

（１） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿

町
老
連
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

４　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 水
2 木 囲碁・将棋部 12:30
3 金
4 土 G・ゴルフ部  総会   10:00
5 日

6 月
役員会 10:00
芸能部 12:00

７ 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

8 水 茶道部 13:00
9 木 囲碁・将棋部 12:30
10 金
11 土
12 日

13 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

14 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

15 水
16 木
17 金
18 土 老連理事会　（中止） 10:00
19 日

20 月
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

21 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

22 水 茶道部 13:00
23 木 囲碁・将棋部 12:30
24 金
25 土
26 日

27 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

28 火
老連総会　　（中止） 10:00
囲碁・将棋部 12:30

29 水 昭和の日

30 木
【白寿】配布日 17時以降

囲碁・将棋部 12:30

　

◇
町
老
連
理
事
会
の
お
知
ら
せ
◇

　

 

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長
・

 

広
報
委
員
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長　
　

各
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
連
会
長
　
　
舘
山
　
新
一　

一
、
日
時
　
４
月
28
日
㈫
　
受
付
　
10
時
～
10
時
30
分
　
　
　     

　
　
　
　
　
総
会
開
始
　
10
時
30
分

二
、
場
所
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
案
件

　

⑴
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

⑵
令
和
2
年
度
事
業
計
画
（案）
・
収
支
予
算
（案）
に
つ
い
て

⑶
そ
の
他

　

※
案
件
終
了
後
に
懇
親
会
開
催 

四
、
参
集
範
囲 

各
単
位
ク
ラ
ブ
３
名
以
内
、
専
門
部
3
名
以

　
　

内
、
広
報
委
員
３
名
、
女
性
部
５
名
・
若
手
委
員
9
名

五
、
参
加
費　

１
名　

一
︐
〇
〇
〇
円
（
当
日
集
金
）

六
、
申
込
み　

各
単
位
ク
ラ
ブ
に
は
「
白
寿
４
月
号
」
に
申
込
書

　
　
　
　

を
同
封
し
、
専
門
部
・
女
性
部
に
は 

別
途
届
け
ま
す
。

※
４
月
18
日
㈫
理
事
会
迄
に
左
記
申
込
先
へ
提
出
し
て
下　

　

さ
い
。（
電
話
で
の
申
込
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

七
五
―
二
一
二
八

　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

六
九
―
五
二
六
二

藤
崎
町
老
連 
世
代
間
交
流
事
業

　
技
の
伝
承
と
交
流
活
動

　
　
　
　
常
盤
小
学
校
一
年
生
「
昔
の
遊
び
」

　
　

藤
崎
町
老
連
ト
ラ
ン
プ
大
会
成
績

順　

位
　

氏　
　

名

所　

属

得
点

優　

勝

野
呂　

多
口

新　

町

16

準
優
勝

榊　
　

俊
春

水　

木

16

3

羽
賀　

良
蔵

福　

島

14

4

吉
田　

兼
男

水　

沼

13

5

土
岐　

憲
一

新　

町

12

6

髙
木　

洋
一

榊

12

7

中
田　

智
敏

舘　

川

10

8

鎌
田　

和
郎

福　

島

9

9

工
藤　

 　

仁

柏
木
堰

9

10

三
戸　

カ
ズ

葛　

野

9

15

佐
藤　

昭
夫

常　

盤

　飛び賞…15～55位まで5番刻み
　当日賞…2月8日なので　8位

20

横
嶋　

正
信

俵　

舛

25

佐
藤　

政
文

俵　

舛

30

三
上
源
太
郎

小　

畑

35

山
田　

金
一

亀　

田

40

相
坂　

鐵
栄

白　

子

45

間
山　

由
吉
福　

島

50

安
田　

節
夫
西
中
野
目

55

髙
木　

伸
昌
亀　

田

ビ
リ
前
賞

高
木　
　

博
水　

木

ビ 

リ 

賞

三
上　

光
男
小　

畑

当 

日 

賞

鎌
田　

和
郎

福　

島

　
な
じ
み
の
参
加
者
で
親
睦
の
輪
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
老
連
冬
季
ト
ラ
ン
プ
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
に
よ
る 

三
月  

中
止
行
事 

対　面　式

ずぐりあやとり紙遊び（紙飛行機競技）

令和２年４月 1日㈬発行第 175 号

常
盤
小
学
校
は
去
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
も
一
年
生
の
生
活
科
学
習  

支
援
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。
日
時
は
２
月
10
日
㈪
の
９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
、
場
所

は
図
工
室
な
ど
の
特
別
教
室
で
す
。
対
象
は
１
学
年
67
名
で
、「
昔

の
遊
び
」
の
技
の
伝
承
と
児
童
の
活
動
の
支
援
で
す
。
対
面
式
で

は
一
年
生
の
元
気
あ
ふ
れ
る
代
表
の
挨
拶
に
圧
倒
さ
れ
、
続
い
て

老
人
ク
ラ
ブ
代
表
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

舘
山
老
連
会
長
か
ら
「
今
日
の
私
た
ち
が
子
供
の
頃
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
仲
良
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。
教
え
て

頂
い
た
【
昔
の
遊
び
】
を
家
に
帰
っ
た
な
ら
、
ご
家
族
の
み
ん
な

に
も
伝
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
下
さ
い
。」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

種
　
目　
　

①
ず
ぐ
り　
　

②
け
ん
玉　
　

③
お
は
じ
き

　
　
　
　
　

④
お
手
玉　
　

⑤
あ
や
と
り　

⑥
紙
遊
び

支
援
者
は
22
名
で
各
種
目
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
種
目
に
つ
い
て
の

説
明
と
模
範
演
技

が
あ
り
、
各
コ
ー

ナ
ー
に
分
か
れ
て

開
始
し
ま
し
た
。

①
ず
ぐ
り 

は
、  

　
　
　
　
　

 

初
め

て
の
子
供
が
多
く
、

最
初
に
ず
ぐ
り
に

縄
を
巻
き
付
け
る

作
業
は
、
支
援
者

の
手
を
借
り
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
で
、
巻
き
付
け

を
し
っ
か
り
し
て

い
れ
ば
、
ず
ぐ
り

が
勢
い
よ
く
回
転

し
、
成
功
を
喜
ん
で
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
覚
え
る
の
が
早

い
子
供
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
子
供
、

保
育
園
で
体
験
し
た
子
供
も
い
ま
し
た
。

②
け
ん
玉
　
家
族
か
ら
教
わ
っ
た
子
供
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
、

　
　
　
　
　

支
援
者
の
実
技
を
見
な
が
ら
、
真
剣
に
な
り
失
敗
を

重
ね
て
の
成
功
し
た
と
き
は
、
格
別
の

喜
び
が
大
き
い
も
の
で
し
た
。

③
お
は
じ
き     

広
い
テ
ー
ブ
ル
の
上
に

　
　
　
　
　
　

ば
ら
ま
か
れ
た
お
は
じ

き
を
は
じ
く
遊
び
で
、
ゲ
ー
ム
の
仕
方

が
分
か
り
や
す
い
の
で
上
達
も
早
く
、

上
手
に
は
じ
く
と
子
供
た
ち
の
喜
び
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

④
お
手
玉    

投
げ
上
げ
の

　
　
　
　

       

手
加
減
が
決

め
手
に
な
る
よ
う
で
、
支

援
者
が
上
手
に
基
本
を
示

す
と
感
心
し
、
支
援
者
が

個
別
に
指
導
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
子
供
た
ち
の
の
み

込
み
も
早
い
よ
う
で
す
。

家
族
の
中
に
お
年
寄
り
の

お
ば
あ
さ
ん
が
い
る
家
族

の
子
供
は
上
手
に
出
来
て

い
ま
し
た
。

⑤
あ
や
と
り　

毛
糸
を
利
用
し

　
　
　
　
　
　

て
の
一
人
遊
び
、

ま
た
、
二
人
で
お
互
い
に
取
り

合
う
子
供
も
お
り
、
輪
に
し
た

り
、
左
右
の
手
首
や
指
に
か
け

て
様
々
な
形
を
作
っ
た
り
す
る

光
景
は
、
微
笑
ま
し
く
、
毛
糸

を
通
し
昔
の
遊
び
が
、
伝
承
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

⑥
紙
遊
び     

新
聞
紙
を
利
用
し

　
　
　
　
　

て
兜
か
ぶ
と

作
り
に
挑
戦

し
、
支
援
者
の
丁
寧
な
折
り
方

に
感
心
し
な
が
ら
、
一
緒

に
苦
戦
し
、
兜
が
出
来
た

時
は
頭
に
か
ぶ
っ
て
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
紙

飛
行
機
作
り
は
出
来
た
飛

行
機
で
、
だ
れ
が
一
番
飛

ん
だ
か
、
班
ご
と
に
競
技

会
を
開
き
、
大
い
に
盛
り

上
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

終
わ
り
の
会
で
は
、
子
供
達
の
「
昔
の
遊
び
」
の
感
想
の
発
表

が
あ
り
、「
全
種
目
が
楽
し
か
っ
た
」「
ず
ぐ
り
が
難
し
か
っ
た
け

ど
最
後
に
は
出
来
た
」「
お
手
玉
も
う
ま
く
で
き
た
」
等
と
支
援

者
へ
の
お
礼
と
「
昔
の
遊
び
」
に
対
す
る
興
味
・
関
心
の
声
が
多
く
、

ま
た
、
支
援
者
へ
の
い
た
わ
り
と
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

支
援
者
に
と
っ
て
も
、
子
供
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
い
世
代
間
交

流
事
業
と
し
て
大
き
な
収
穫
で
し
た
。「
昔
の
遊
び
」
は
終
了
後

に
給
食
を
頂
き
交
流
を
深
め
、
会
長
と
支
援
者
全
員
で
感
謝
と
慰

労
を
表
し
て
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

元
年
度
冬
季
ト
ラ
ン
プ
大

会
は
、
２
月
８
日
㈯
、
藤
崎

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た
。
61
名
（
男
59
名
・
女

２
名
）
が
、
こ
の
大
会
な
ら

で
は
の
顔
合
わ
せ
に
楽
し
そ

う
に
集
ま
っ
て
き
た
。
会
長

挨
拶
の
後
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
大
会
が
始
ま
っ
た
。
四

回
戦
行
な
い
、
優
勝
者
は
野

呂
多
口
（
新
町
）
氏
で
あ
っ

た
。受
賞
者
は
下
表
の
通
り
。

成
績
発
表
の
度
、
大
き
な
拍

手
と
歓
声
で
盛
り
上
が
っ

た
。
皆
さ
ん
、「
脳
ト
レ
に

も
役
立
ち
、
今
日
は
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

◉
中
央
小
学
校
「
昔
の
遊
び
」

　

◉
町
老
連
女
性
部 

令
和
元
年
度
総
会

　

◉
県
老
連
「
ゆ
ず
り
継
ぐ
幸
せ
の
時と

き代
」
主
管 

町
老
連

　
　
　
　
　
　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
及
び
講
演
会

　

◉
町
老
連
「
体
力
測
定
」
及
び
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢 

講
習
会
」

◆
ご
連
絡

　「
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
肺
炎
」
の
感
染
者
が
県
内
で
発
生
し
ま

し
た
。
老
連
理
事
会
及
び
老
連
定
時
総
会
の
開
催
は
、
今
後
の

感
染
防
止
の
た
め
、
止
む
を
得
ず
中
止
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ご
了
承
下
さ
い
。
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長　
　
　

広
報
委
員
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長
　　

各
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
連
会
長
　
　
舘
山
　
新
一
　

一
、
日
　
時
　
4
月
18
日
㈯
　
午
前
10
時

二
、
場
　
所
　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

三
、
案
　
件

⑴
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

⑵
令
和
2
年
度
事
業
計
画
（案）
・
収
支
予
算
（案）
に
つ
い
て

⑶
令
和
2
年
度
補
助
金
等
申
請
書
・
令
和
元
年
度

　

実
績
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

⑷
そ
の
他

四
、
お
願
い

　
　

会
長
・
部
長
・
委
員
長
が
欠
席
す
る
場
合
、
必
ず
代
理

　
　

の
役
員
等
を
出
席
さ
せ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



（2） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿

◇
◇
　
川
　
柳
　
◇
◇

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

97
木 

村
　
羊 

川

一
病
を
大
事
に
夫
は
豆
を
ま
く

佐
々
木
ト
ミ
ヱ

福
は
内
鬼
は
念
仏
と
な
え
て
る

清 

水
　
川 

魚

人
前
で
つ
く
り
笑
い
も
す
る
役
者

小
笠
原
み
な
み

サ
ク
サ
ク
と
化
粧
整
え
チ
ャ
イ
ム
待
つ

野 

呂
　
文 

坊

冷
え
込
ん
だ
ら
し
い
朝
刊
配
る
音

福 

井
　
伝 

馬

通
夜
の
席
仏
の
笑
顔
ほ
め
て
い
る

    
古
老
が
語
る

　    
　「
物
知
り
の
記
録
」
⑽

　
　
◆ 

単
位
ク
ラ
ブ
便
り
　
　
　

     
葛
野
長
寿
会  

夏
の
研
修
旅
行
　
　
　

　
　
　
　

素
晴
ら
し
い
眺
望
列
車
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」

   

大
字
福
島
地
区

②

古
老
８
　
72
歳     

古
老
９
　
79
歳

藤崎駅舎前で記念撮影

回虫　（YomiDr より） 下肥を撒く　（広益国産考より）
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平
成
３
年
７
月
９
日
収
録　

力
石
で
力
く
ら
べ
　
昔
の
若
い
者
は
、
力
く
ら
べ
の
力
石
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
重
さ
は
一
〇
〇
㎏
ま
で
あ
っ
た
。
重
さ

の
種
類
に
よ
っ
て
３
～
４
個
程
あ
っ
た
。

水
　
害　

水
害
は
よ
く
あ
っ
た
。
丸
一
日
雨
が
降
れ
ば
、
十
川
の

　
　
　
　

堤
防
が
破
れ
て
水
害
に
な
っ
た
。
こ
の
応
急
処
置
と
し

て
、
堤
防
の
破
れ
た
と
こ
ろ
を
止
め
る
作
業
と
な
る
。
水
害
に
な

る
と
水
は
家
の
窓
を
超
え
て
し
ま
う
。
胸
の
付
近
ま
で
水
が
来
る
。

〝
い
か
り
水
〟
は
堤
防
が
破
れ
流
れ
出
た
水
で
、
溜
ま
り
水
で
あ

る
。
村
の
中
が
一
番
低
い
の
で
水
が
溜
ま
っ
て
海
の
よ
う
に
な
る
。

胸
ま
で
水
が
あ
る
と
歩
か
れ
な
い
。
足
が
浮
か
ん
で
し
ま
う
の
で
、

舟
を
出
し
た
も
の
だ
。
舟
小
屋
が
あ
っ
て
常
時
そ
こ
に
保
管
し
て

あ
り
、
蔵く
ら

の
軒の
き

に
舟
を
吊つ

る
し
た
家
も
あ
っ
た
。
水
害
時
に
連
絡

や
避
難
用
と
し
て
使
っ
た
。
子
供
達
は
、
小
学
校
の
体
育
館
に
避

難
し
た
。
小
学
校
は
高
い
土
地
の
所
に
あ
っ
た
。
旦
那
衆
の
家
は
、

敷
地
を
高
く
し
て
い
る
の
で
水
害
に
遭
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
水

害
に
遭
わ
な
い
家
は
何
軒
も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
福
島
の
踏
切

付
近
に
排
水
ポ
ン
プ
場
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
と
、
十
川
下
流
の
改

修
が
進
み
、
福
島
地
区
の
水
害
は
少
な
く
な
っ
た
。

服
　
装　

着
物
を
着
て
い
た
。
小
学
校
時
代
は
絣
の
着
物
を
着
て

　
　
　
　

い
た
。
履
物
は
短
靴
、
下
駄
を
履
い
た
。〝
ハ
ン
チ
ャ
〟

は
綿
入
り
の
上
着
で
、
丈た
け

が
短
く
出
来
て
い
る
の
で
動
き
や
す
い
。

下
は
モ
モ
ヒ
キ
を
履
く
。
私
達
の
小
さ
い
頃
、
丁
度
靴
が
流
行
っ

て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
。
頭
に
被
る
も
の
は
手
拭
い
で
〝
ホ
ッ
カ

ム
リ
〟
を
し
た
。

食
　
事　

長
期
保
存
の
で
き
る
マ
ス
や
、

　
　
　
　

漬
物
、
ニ
シ
ン
が
多
か
っ
た
。

正
月
に
は
、
特
に
タ
ラ
の
塩
漬
け
に
し

た
も
の
を
刺
身
に
し
て
食
べ
た
。

住
ま
い　

住
居
は
萱か
や
ぶ
き葺
、
藁わ
ら
ぶ
き葺
が
あ
っ

　
　
　
　

た
。
居
間
を
夏
は
板
の
間
に

し
て
、
冬
は
そ
れ
に
薦こ
も

を
敷
い
て
そ
の

上
に
筵む
し
ろ
を
敷
い
た
。
薦こ
も

は
織
る
も
の
で
カ
リ
チ
ョ
に
使
っ
た
。
筵
む
し
ろ

を
編
ん
だ
り
、
家
に
よ
っ
て
は
、
薦こ
も

だ
け
の
家
も
あ
っ
た
。
夏
は

暑
い
の
で
全
部
お
こ
し
て
取
り
払
い
板
の
間
に
す
る
。

　

風
呂
場
は
家
の
中
に
な
い
。
井
戸
が
外
に
あ
る
の
で
、
そ
の
井

戸
近
辺
に
ド
ラ
ム
缶
を
置
き
、
水
を
湧
か
し
て
入
浴
し
た
こ
と
も

あ
る
。
井
戸
か
ら
水
を
汲
ん
で
き
て
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
お
い
た
。

流
し
で
使
っ
た
水
は
、〝
溜
め
〟に
集
め
て
畑
の〝
こ
や
し
〟に
し
た
。

溜
め
が
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
、
畑
や
堆
肥
に
か
け
た
。
ど
こ
の
家

で
も
〝
こ
や
ま
〟（
肥
山
？
）
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
へ
か
け
た
。

お
　
盆　

お
盆
に
は
迎
火
を
焚
い
た
。
昔
は
皆
焚
く
も
の
と
し
た
。

　
　
　
　

家
の
入
口
角
の
所
で
や
っ
た
。
昔
は
、
皆
が
墓
参
り
を

す
る
の
で
、
墓
地
で
盆
踊
り
を
や
っ
た
。
今
は
や
ら
な
く
な
っ
た
。

結
婚
式　

結
婚
式
は
、
自
宅
で
や
っ
た
。
旦
那
衆
で
あ
れ
ば
小
作

　
　
　
　

人
を
呼
ん
で
、
3
日
も
４
日
間
も
や
っ
た
。
包
み
は

10
銭
と
か
50
銭
で
あ
っ
た
。

葬
　
式
　
昔
は
、
墓
地
の
近
く
に
庵
寺
が
有
り
、
庵
主
が
お
墓
の

　
　
　
　

前
で
お
経
を
上
げ
引
導
を
渡
し
て
い
た
。
魂
が
お
骨こ
つ

に

な
る
分
岐
点
で
あ
る
。
遺い
が
い骸

は
桶
に
入
れ
た
ま
ま
穴
を
掘
っ
て
土

葬
に
し
た
。
完
全
に
お
骨
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

遊
　
び
　
夏
は
海
軍
、
陸
軍
ご
っ
こ
、
冬
は
、
ず
ぐ
り
、
タ
コ
揚

　
　
　
　

げ
、
ベ
ン
ジ
ャ
の
遊
び
を
し
た
。

寄
生
虫
　
シ
ラ
ミ
・
ノ
ミ
・
回
か
い
ち
ゅ
う虫

・
サ
ナ
ダ
虫
が
寄
生
し
た
。
若

　
　
　
　

い
頃
、
頭
や
下
着
に
シ
ラ
ミ
た
が
っ
て
い
た
。
コ
タ
ツ

に
入
っ
て
い
る
と
シ
ラ
ミ
が
這は

っ
て
手
首
に
来
た
り
、〝
ぼ
の
こ
〟

に
き
た
り
す
る
。
昔
の
石
け
ん
で
洗
濯
し
て
も
ム
シ
の
子
は
い
な

く
な
ら
な
い
。死
な
な
い
。冬
に
外
に
ぶ
っ
と
ば
し
て
お
く
。凍
っ

て
し
ま
う
。
ム
シ
の
子
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
死
ぬ
。
当
時
で
は

一
番
よ
い
駆
除
法
だ
っ
た
。
ノ
ミ
は
跳

ん
で
逃
げ
る
の
で
捕
ら
え
る
の
が
大
変

だ
っ
た
。
よ
く
銭
湯
で
感
染
し
た
。
戦

後
に
な
っ
て
D
D
T
等
の
薬
剤
や
合

成
洗
剤
が
使
わ
れ
る
様
に
な
る
と
殆
ど

目
に
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
回
虫

の
卵
は
、
下し
も
ご
え肥

を
畑
に
肥
料
と
し
て
撒

い
た
の
で
、
野
菜
に
付
い
て
口
か
ら
胃

腸
に
入
り
寄
生
し
、
子
ど
も
達
に
寄
生

虫
が
多
く
見
ら
れ
た
。

サ
ナ
ダ
虫
の
感
染
は
、
生
の
魚
や
肉
・

内
蔵
を
食
べ
る
と
感
染
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
人
の
脳
や
内
臓
に
寄
生
す
る

恐
ろ
し
い
寄
生
虫
で
長
い
も
の
で
は
1.8

ｍ
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

葛
野
長
寿
会
で
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
【
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か

み
】
に
乗
車
研
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
旅
行
東
北

青
森
支
社
の
横
山
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
計
画
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
７
月
26
日
㈮
、
天
気
は
晴
れ
て
朝
か
ら
暑
い
な
か

藤
崎
駅
を
出
発
。
参
加
者
が
少
な
い
の
で
は
と
心
配
で
し
た
が
、

19
名
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
藤
崎
駅
集
合
で
し
た
の

で
、
平
田
町
長
さ
ん
が
母
親
を
駅
ま
で
車
で
送
っ
て
く
れ
た
機

会
に
加
わ
っ
て
頂
き
、
駅
舎
を
背
景
に
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。

町
長
さ
ん
が
、
藤
崎
駅
か
ら
19
人
も
乗
車
す
る
の
は
大
変
嬉
し

い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
列
車
が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
来
る
と
、

３
月
か
ら
発
着
時
に
演
奏
さ
れ
た
昔
懐
か
し
い
童
謡
【
り
ん
ご

の
ひ
と
り
ご
と
】の
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。「
私
は
真
っ

赤
な
り
ん
ご
で
す
。
お
国
は
遠
い
北
の
国
…
…
…
。」
全
員
が
座

席
に
着
く
と
、
町
長
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
行
っ
て
き
て

下
さ
い
と
手
を
振
っ
て
見
送
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

車
内
の
先
客
は
全
員
韓
国
の
人
達
で
、
全
然
言
葉
が
通
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。【
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
】
は
津
軽
三
味
線
の
演
奏

と
津
軽
民
謡
の
唄
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
広
い
車
窓
か
ら
は
日

本
海
の
海
岸
線
の
眺
め
が
全
国
的
に
有
名
で
す
。
岩
木
山
と
リ

ン
ゴ
の
樹
を
眺
め
、
林
崎
・
五
所
川
原
へ
と
進
む
と
五
所
川
原

駅
か
ら
三
味
線
を
持
っ
た
二
人
が
乗
り
込
み
ま
し
た
。
海
岸
が

見
え
る
ま
で
、
津
軽
三
味
線
の
曲
弾
き
と
民
謡
を
歌
い
、
と
て

も
良
い
雰
囲
気
で
し
た
。
鯵
ケ
沢
か
ら
の
海
岸
線
の
眺
め
は
素

晴
ら
し
く
時
間
を
忘
れ
る
程
で
し
た
。
途
中
の
千
畳
敷
駅
で
は

15
分
間
の
休
憩
で
、
乗
客
は
皆
列
車
か
ら
降
り
て
海
岸
を
散
策

し
た
り
、
日
本
海
の
勇
壮
な
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

再
び
列
車
に
戻
り
、
深
浦
町
に
向
か
い
ま
し
た
。
深
浦
駅
で

は
新
町
の
土
岐
さ
ん
が
駅
長
で
、
思
い
掛
け
な
い
出
会
い
に
皆

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
土
岐
さ
ん
は
「
私
の
町
か
ら
【
リ
ゾ
ー

ト
し
ら
か
み
】
で
19
名
の
方
々
が
来
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
言
っ
て
、
ホ
テ
ル
の
送
迎
バ
ス
ま
で
案

内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
深
浦
観
光
ホ
テ
ル
で
は
ス
タ
ッ
フ
が
出

迎
え
部
屋
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
が
、「
ワ
ー
す
ご
い
‼
結
婚
式
場

み
た
い
だ
ね
。」 

と
言
っ
て
喜
び
ま
し
た
。
昼
に
な
り
、
新
鮮
で

お
い
し
い
料
理
が
次
々
と
運
び
込
ま
れ
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
歓
談
し
な
が
ら
料
理
を
楽
し
み
、
出
さ
れ
た
料
理
は
す
べ

て
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
別
室
に
移
り
、
頭
の
体
操
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
寝
転
ん
で
く
つ
ろ
い
だ
り
、

お
し
ゃ
べ
り
で
楽
し
む
人
や
温
泉
に
入
り
休
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

帰
り
は
深
浦
町
の
駅
前
で
新
鮮
な
魚
や
土
産
物
を
買
い
、
そ

の
後
駅
長
さ
ん
と
お
話
し
を
し
な
が
ら
帰
り
の
【
リ
ゾ
ー
ト
し

ら
か
み
】
を
待
ち
ま
し
た
。
土
岐
駅
長
さ
ん
の
見
送
り
を
受
け

出
発
し
、
夕
暮
れ
の
景
色
を
見
て
藤
崎
駅
に
着
い
た
の
が
夕
方

の
7
時
頃
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
が
駅
ま
で
迎
え
に
来
て
、
そ

れ
ぞ
れ
車
に
乗
り
込
み
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
【
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
】
の
旅
は
快
適
で
、
本
当
に
楽
し
い
良

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
研
修
は
一
月
の
予
定
で
計
画

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス 

二
題　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

❶
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
が
小
児
や

15
～
39
歳
（
A
Y
A
世
代
）
の
が
ん
患
者
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

約
８
割
を
女
性
が
占
め
て
い
た
と
発
表
、
乳
癌
・
子
宮
頸
癌
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

藤
崎
町
で
も
健
診
す
る
方
は
対
象
者
全
体
の
20
％
程
度
で
あ
る
。

欧
米
に
較
べ
低
い
受
診
率
の
様
で
あ
る
。
…
…
（
藤
崎
町
保
健
活

動
状
況　

平
成
30
年
度
よ
り
引
用
）

こ
の
二
つ
の
部
位
は
比
較
的
治
療
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
な
る
べ
く
健
診
を
お
願
い
し
た
い
。

　

20
歳
を
超
え
る
と
女
性
患
者
が
急
増
し
て
８
割
ほ
ど
を
占
め
る

そ
う
で
あ
る
。
年
齢
を
重
ね
た
我
々
は
命
ホ
イ
ド
に
な
っ
て
案
外

と
受
診
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
か
な
か
若
い
方
は
検
診

を
受
け
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
是
非
と
も
周
り
の
大
人
が
勧
め
て

ほ
し
い
。

❷
公
立
病
院
再
編
・
統
合
に
関
し
て
個
別
の
病
院
名
を
公
表
し
た

こ
と
に
関
し
て
の
各
種
の
意
見

　

Ⅰ
公
表
病
院
名
…
…
近
く
の
自
治
体
（
板
柳
病
院
・
黒
石
病
院
・

　
　

大
鰐
病
院
・
浪
岡
病
院
他
、
全
国
で
42
カ
所
）

　

Ⅱ
厚
労
省
が
再
編
・
統
合
と
の
議
論
を
促
そ
う
と
病
院
名
を
発

　
　

表
し
た
た
め
各
地
で
反
発

   

ア
日
本
医
師
会
…
…
急
激
な
再
編
は
地
域
に
混
乱

   

イ
知
事
会
長
…
…
地
域
の
個
別
事
情
を
無
視

   

ウ
離
島
担
当
者
…
…
医
師
不
足
に
ま
す
ま
す
拍
車

な
ど
、
反
発
の
意
見
が
相
次
ぎ
、
副
大
臣
も
「
住
民
に
不
安
を
与

え
た
事
を
反
省
し
、
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
た
い
。」
と

発
表
さ
れ
て
い
る
。

※
医
療
・
福
祉
・
教
育
は
特
に
効
率
を
追
求
し
ず
ら
く
、
あ
ま
り

そ
れ
に
こ
だ
わ
る
と
弱
者
に
し
わ
寄
せ
が
行
く
。
結
局
は
困
っ
た

人
達
に
負
担
が
行
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
が
、
如
何
に
‼


